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Ⅰ 研究テーマについて 

   図画工作の目標は「表現及び鑑賞の活動を通して，感性を働かせながら，つくりだす喜びを味わうようにすると

ともに，造形的な創造活動の基礎的な能力を培い，豊かな情操を養う」である。表現と鑑賞はそれぞれに独立して

働くものではなく，お互いに働きかけたり，働きかけられたりしながら，一体的に補い合って高まっていく活動で

ある。これら二つの活動を通して，児童が感性を働かせながら，つくりだす喜びを味わうようになる。 

本学級は，「工作」や「ものをつくる」作業は好きだが「アイディアが浮かばない」「なにをどのようにつくった

らいいのか分からない」という児童が多い。実際に，「なにをどのようにつくったらいいのか分からない」児童は，

ある程度つくったら終わりにしてしまうという傾向にある。教師側から声かけをしてもそこから発展して作業を続

けられる児童は少ない。低学年のうちからいろいろなアイディアや友達の作品のよいところを見たり聞いたりする

ことで創造力を高めていきたいと考えた。 

そこで，完成作品を鑑賞するだけでは自分の作品に取り込むことができないので，作業の途中に中間発表会を設

けることにした。作品づくりの途中で友達からよい意見やアイディアをもらえば，作業の幅が広がったりもっとよ

い作品を生み出したりすることができるのではないか，と考えた。しかし，すぐに意見を伝え合うことは難しかっ

たり，低学年では「友達の真似をした」などもめたりすることもあるので，事前に様々な作業を取り入れ，意見を

言いやすい雰囲気づくりや，真似をしてもいいと思える環境づくりもしたい。そのためにも，３～４人の小グルー

プを作りその中に図工が得意な児童やいろいろなアイディアがひらめく児童を入れることや，他教科での主体的・

対話的で深い学び方などを生かして様々な意見を交換できるように設定しながら，進めていきたい。 

 

Ⅱ 研究の実際 

１ 題材名 くしゃくしゃ ぎゅっ 

２ 題材の目標 

   くしゃくしゃにした紙をふくらませたり，ねじったり，しばったりして形を変えることを楽しみながら，お気に

入りの「友だち」をつくる。 

 ３ 題材のついて 

(１) 児童（生徒）の実態 

本学級３０名は図画工作の時間が好きだという児童が 100％である。中でも「工作」や「ものをつくること」

が好きだという児童が多い。楽しいからという理由が一番多く，意欲的に図画工作の授業に取り組む児童の姿が

よく見られる。しかし一方で，「アイディアが浮かばない」「形を考えるのが難しい」「ハサミで切ったりのりや

ボンドで貼ったりするのが難しい」という理由で「工作」を苦手としている児童もいる。今回の「くしゃくしゃ 

ぎゅっ」の単元を楽しみにしている，楽しんで制作活動に取り組んでいる児童はとても多い。そこで，グループ

活動や中間鑑賞を取り入れることで，友達から形や飾りなどのアイディアをもらったり，グループでのりやボン

ド，両面テープの貼り付け方を教わったりしながら楽しく活動できるようにしたい。 

                               （男子１５人 女子１５人 計３０人） 

図工は好きですか はい   ３０ 人 いいえ  ０ 人 

 

図工で好きなものはなんですか 
・絵を描く ・工作 ・粘土  

・色を塗る ・折り紙 

 

好きな理由はなんですか 

 

・楽しいから ・おもしろいから 

 

図工で苦手なことはなんですか 

・形を考えること ・アイディアを考えること ・絵を描くこと 

・粘土 ・はさみで切ること ・色塗り ・のりやボンドでの貼り付け 

 

苦手な理由はなんですか。 

・どのように作ったらいいか分からないから ・考えるのが難しいから 

・クレヨンなどでかくとぐちゃぐちゃになるから  

・上手にできないから 手がベタベタするから 

 

  (２) 題材観 

本題材では，くしゃくしゃにしたクラフト紙を使って大きな紙袋をつくり，膨らませたり，ねじったり，しば

ったりして形を変えることを楽しみながらお気に入りの「友だち」をつくる活動を行う。紙袋を縛って大まかな

形をつくり，必要があれば別の紙袋でつくった部分を付け加えていく。紙袋でつくった形は，縛る場所によって

グループ活動や中間発表会での鑑賞の時間を通して，創造性を高める指導の工夫 

― 小学２年「くしゃくしゃ ぎゅっ」の実践を通して ― 



見合う 話し合う 教え合う 

 

形が様々に変わるため，「○○に見える」「○○をつくってみたい」と想像を広げながらいろいろな形をつくろう

と試行錯誤することが期待される。また，袋の中に詰める新聞紙やシュレッダー紙の量を変えたり，制作過程で

つまんだり，ねじったり，丸めたり，切ったり，包んだりすることで「友だち」のイメージもどんどん膨らんで

いくと考える。最初にイメージした「友だち」に様々な部分を加えながら表していく活動に適した素材である。 

(３) 指導観 

指導に当たっては，前時にどんなことを行うのかを知らせて，「友だち」をテーマにイメージ図を作成させる。

イメージ図をかくことでつくるのに使えそうな材料を十分に準備することができ，意欲を高めることもできる。

準備した材料だけでは足りない児童もいるので，「材料コーナー」を設置し，さまざまな材料に触れさせていき

たい。また，制作途中に中間鑑賞会を設けることで，友達の意見を聞きながらさらに「友だち」のイメージを膨

らませて自分の思いをもたせるようにしたい。グループになって活動することで，材料の付け方などを見合った

り教え合ったり，よいところを取り入れたりして，お互いに認め合いながら楽しんで制作活動に入れるようにし

たい。そのためにも「見合う，話し合う，教え合う」の３つの「合う」を合言葉で指導していきたい。 

 ４ 題材の評価規準 

関心・意欲・態度 発想や構想の能力 創造的な技能 鑑賞の能力 

くしゃくしゃにした紙

の感じの変化や，その紙を

基に「友だち」をつくるこ

とを楽しもうとする。 

紙に働きかけることで

生まれる形から，自分の好

きな「友だち」を見付ける

ことができる。 

 

ふくらませ方を考え，紙

を中に入れる具合や，袋を

しばる位置やしばり方を

工夫することができる。 

できた作品を友人と紹介

し合ったり，交換して抱き

合ったりして楽しさを感じ

ることができる。 

 

 

５ 指導と評価の計画（８時間扱い）  

時間 学習内容・活動 評価規準・【評価方法】 

第１次 

② 

 

 

・紙と遊ぶ。 

・つくりたい「友だち」のイメージを設計図にか

く。 

・必要な材料を書きだす。 

・紙をくしゃくしゃにして何をつくろうか楽しみな

がら考え，つくりたい「友だち」のメージを膨ら

ませようとしている。 

関 【観察・ワークシート】 

第２次 

⑤ 

 

 

 

・袋をつくり，袋のいろいろなところをしばって

形つくる。 

・飾りつけをする。 

・紙に働きかけることで生まれる形から，自分の好

きな「友だち」を見付けることができる。 

         創 【観察・ワークシート】                                                

・中間発表会をする。 

 

・グループ内の友だちの「友だち」を見て，乾燥を

伝えたり，アイディアを考えたりすることができ

る。      鑑 【発表・ワークシート】 

・つくりたい「友だち」になるように，顔をかい

たり飾りをつけたりする。 

・膨らませ方を考え，紙を中に入れる具合や，袋の

しばる位置やしばり方を工夫することができる。                         

発 【観察・ワークシート】 

第３次 

 ① 

・つくった「友だち」をみんなに紹介する。 ・できた作品を友人と紹介し合ったり，交換して抱

き合ったりして，楽しさを感じることができる。 

鑑 【観察・ワークシート】       

 

６ 指導の実際 

 ○伝え合う作業① 

  ペットボトルのキャップをつかって  

  

 

 

 

 

 

 

                                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



見合う 話し合う 教え合う 

 

○伝え合う作業② 

  新聞紙をちぎって 

  

                                     

 

 

                                    

                                          

 

 

 

 

 

 

 

 

                                              

 

 

 

 

 

                                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・魚にはうろこ

があるよ。 

・うろこはプル

トップで付け

るとキラキラ

してすてきだ

ね。 

５ 本時の学習 

（１）ねらい  

○つくりたい「友だち」になるように，顔をかいたり飾りを付けたりすることができる。 

（発想や構想の能力） 

（２）準備・資料 

  ・紙袋 ・新聞紙 ・シュレッダー紙 ・両面テープ ・ガムテープ ・のり ・ひも ・輪ゴム 

・モール ・毛糸 ・トイレットペーパーの芯 ・ペットボトルキャップ ・プルトップ  

・グルーガン ・ペン ・はさみ 

 

学習活動・内容 指導上の留意点・評価 

１ 本時の学習内容を知る。 

 

 

 

２ 中間鑑賞会をする。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 友だちの意見を取り入れながら，工夫して

「友だち」づくりをする。 

 ・曲がっているヘビもいいけど，渦巻きのヘビ

もいいな。 

 ・魚にプルトップを付けよう。なにでつけられ

るかな。 

・新聞紙の棒をたくさん作ってハリネズミに刺

して針にしよう。 

 ・ウサギをつくるつもりだったけど，耳が短く

なってしまったから猫に変えよう。 

 ・洋服を着せて一緒に散歩したいな。 

 ・ぎゅっとして一緒に眠りたいな。 

 

 

 

４ 本時の振り返りをして次時への関心を高め

る。 

 

・変身する前と変身した後の「友だち」を見せる

ことで，自分の「友だち」ももっとすてきに変

身させたいという意欲を高める。 

 

・前時につくった作品をお互いに見せ合い意見を

伝え合うことで，本時の学習意欲を高められる

ようにする。 

・５人グループになり，順番で自分の「友だち」

を紹介するよう指示する。 

・紹介するときは詳しく説明することが大切だと

伝える。 

・聞いている側は，さらに「友だち」をよくする

ためにはどうしたらいいかを考えさせる。 

・意見をもらう側は，ワークシートの裏のメモ欄

に取り入れたい意見をメモするよう指示する。 

・どのように変えたらいいのか分からないときは

質問をし，一緒に考えさせる。 

・気になる作品があるときはやり方を聞いたり教

えてもらったりするように助言する。 

・しばり方や貼り付け方などグループの中で参考

にできるものは参考にするように伝える。 

・どのようにアドバイスしていいか分からない児

童には，どうしたら○○に見えるかを考えさせ

るなど援助する。 

 

 

・準備してきたものにない材料のときは「材料コ

ーナー」から取ってきてもいいことを伝える。 

 

 

 

 

・制作途中で内容を変更したい児童がいたときに

は，それでもいいことを伝える。 

・「友だち」と一緒になにをしたいのかを考えさせ

ることで飾りつけの意欲を高める。 

・どのように作ったらいいか困っている児童に

は，グループや周りの「友だち」を見に行った

り，似ている作品を作っている友達のところに

行ったりしてアイディアが浮かぶように支援す

る。 

・工夫したところや変更点などをワークシートに

書くよう指示する。 

 

 くふうしてかざりつけをして，「友だち」

をすてきにへんしんさせよう！ 

 「友だち」をすてきに変身させるために，

工夫して飾りつけをしている。 

（観察，ワークシート） 



見合う 話し合う 見合う 話し合う 教え合う 

 

 ○伝え合う作業③ 

  くしゃくしゃ ぎゅっ 

 

   

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

イメージ図 完成品 
中間発表会で 

アイディアゲット！！ 

感想 

気づいたこと 

ミラクルチェンジ 

こんなに素敵に！！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



Ⅲ 研究の成果と課題 

 １ 成果 

くしゃくしゃ ぎゅ は

楽しかったですか 

はい ３０ いいえ ０ 

 作ひんづくりで楽しかっ

たことはなんですか？ 

ふくろづくり 

 むずかしかったところは

なんですか 

体をつくる 手・足をつける ふくろを作る 顔をつくる もようをつける 

首を立てる ようふくをきせる リボンでむすぶ 

 友達にアイディアをもら

って作ひんを作るのはどう

でしたか 

うれしかった ９ 

楽しかった  ７ 

よくできた  ６ 

すてきにできた ３ 

どうすればよいか分かった ３ 

きれいにできた １ 

おしゃれにできた １ 

  

アンケートを見てみると，友達にアイディアをもらって「うれしかった」「楽しかった」「よくできた」「すて

きにできた」「どうすればいいのか分かった」など，児童にとってプラスになる結果になっており，今回の中間

発表会はとても有効的だったと感じる。授業中に話し合い活動が積極的に行われていたグループもいくつかあり，

「早く図工の時間にならないかな」「続きが作りたい」などという意欲的な意見や，図工を苦手としている児童

からも「『くしゃくしゃ ぎゅっ』は楽しかった」という感想が多かった。友達からアイディアをもらうことで，

自分だけでは気が付かないアイディアを膨らませることができた。中間発表会を行ったことで，図工を得意とし

ていた児童は，友達が自分のアイディアを活用してくれることでより自信をつけることができ，図工は好きでも

つくる作業を苦手としている児童は，つくることとアイディアを出すことは違うことが分かり，自分のアイディ

アを称賛されることで自信をもつことができた。 

今回の単元だけではなく次の単元である「まどをひらいて」でも，周りの友達と協力しながら楽しくアイディ

アや意見を交換しながら作業を進めることができた。カッターの使い方や画用紙の建て方，窓の形などを工夫し，

グループや教室全体で話し合い活動と取り入れながら意欲的に進めることができた。また，図画工作科だけでな

く，他の教科でも積極的に話し合い活動をしたり協力したりする姿勢が見られるようになった。今回の授業の中

でのキーワードであった，「見合う」「話し合う」「教え合う」の３つの「合う」の活動でお互いを認め合うこと

ができ，それによって自信がついたからだと考えられる。 

 

２ 課題 

  中間発表会を取り入れたことによってアイディアを共有できたことはよかったが，話し合い活動を取り入れる

ことで楽しくなってしまい，「よりよい友だちをつくろう」という目的から外れてしまうグループもあり，違う

話に進んでしまったり装飾することなどにばかり手を入れてしまったりする児童もいた。低学年ということもあ

り，話し合い活動や図画工作の時間の中間発表会に慣れていないということもあると思うが，メリハリをもった

時間の使い方やその時の児童の様子などを感じ取りながら指導していく必要があると感じた。また，改めて「伝

え方」の訓練の必要性を感じた。具体的に伝えることのできる児童の育成として，鑑賞の時間をしっかりと取り，

低学年のうちはまず「色」と「形」に目を向けて鑑賞できるようにしたい。そのためにもアートカードやいろい

ろな作品を見せ，それぞれの作品の色と形とを比較しながらどこが似ていてどこが違うのかなどを伝えられるよ

うにしていきたい。 

また，もっとアイディアを生かせるようにと「材料コーナー」を設置したが，材料にだけ興味を示し持ってい

ってしまい，本当にその材料を必要としている児童の手に渡らずに終わってしまうことがあった。単元や作品づ

くりに入る前に，「こういう材料を取っておくといいよ」など，事前にいろいろな身の周りにある材料を見せて

おくことで，自分たちでも家庭で準備できることを伝えておくこともこれから先の図画工作科の授業では大事だ

と感じた。 
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